
（別紙様式４－１）                                                   （県立高等学校・中学校用） 
 

翔陽高等学校 令和２年度（２０２０年度）学校評価計画表 
 

１ 学校教育目標 

心豊かで活力にあふれた個性ある生徒を育成し、将来、世界で活躍できるグローバルな視点と能力を持つ、故郷熊本

を支える地域人材の育成を目指す。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１） 総合学科だからできる幅の広い教育活動をとおして、グローバルな視点と能力を身につけた、地域に貢献でき

る人材を育成する。 

（２） 進路目標達成のためにキャリア教育を推進し、望ましい職業観・勤労観を育成する。 

（３） 全ての教育活動をとおして規範意識を高め、自信と誇りを持った生徒を育成する。 

（４） 人権尊重の精神を養い、互いの個性を尊重し、自他を大切にする生徒を育成する。 

 

３ 自己評価総括表 

  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評
価 

成果と課題 大
項
目 

小項目 

学
校
経
営 

総合学

科の特

色づく

り 

 

総合学科の
工夫・改善 
 

○総合学科に

おける新学

習指導要領

への対応 

○授業研究プロジェクトチ
ームを発足し、新学習指
導要領及び新しい入試制
度に対応した教育内容に
ついての検討 

○生徒授業評価によるＰＤ
ＣＡサイクルの確立 

Ｂ ○コロナ禍による新しい生活様式への
対応のための授業の検討を行った。
今後はタブレットの活用についての
検討を行う必要がある。 

○授業評価を実施しどう改善していく
かまで各自行った。改善策が抽象的
で具体的な所までできていない。 

総合学科の
ＰＲ 

 

○定期的な情

報の発信 

○ＨＰの随時更新 

○パンフレットや広報誌の

活用 

Ａ ○ツイッターやYouTubeのＳＮＳ等の

活用も開始できた。 

○学校案内を発行し各方面に配付でき

た。 

キャリ

ア教育

の推進 

 

望ましい職
業観・勤労
観の育成 
 

○進路意識の

啓発 

○外部講師による講演会の

実施 

○先進地視察研修の実施 

○進路体験発表、キャリア

ガイダンスへの積極的な

参加 

○各年次での保護者向け啓

発活動の実施 

Ｂ ○オンラインでの講話などに向けた機

材の設置が必要である。 

○先進地視察は中止も多く参加できな

かった。 

○進路指導部や、各教科で、実施でき  

た。 

○コロナ禍において、YouTube等を活

用し説明会を進路指導部で実施した。 

キャリア教

育のシステ

ム化 

○進路選択に

合わせた適

切な科目選

択 

○授業見学等をとおして科

目におけるガイダンスの

充実 

Ｂ ○３年次のオープン科目の見学会を1

年次に対して実施した。更に分かり

やすいガイダンスの検討が必要であ

る。 

○科目「産業

社会と人間

」の再点検

及び活性化 

○体験型学習の充実 

○自らの進路選択との関係

性を明確にした班別プロ

ジェクトの実施 

Ａ ○教材『エナジード』を導入し、グル
ープ学習を中心に自分の生き方につ
いて考えさせた。 

○今年から個人での活動とし、職業に
ついて一人一人に考えさせた。 

○インターン
シップの活
性化 

 

○企業開拓及び全職員の協
力による事前事後指導の
充実 

○「キャリアファイル」の

有効活用 

Ｂ ○探究活動の一環として全職員で実施
した。 

○本人の進路希望と違う職種の事業所
で研修する生徒も多かったが、それ
ぞれ目的を持って研修できた。 



○デュアルシ
ステム、総
合的な探究
の時間の活
性化 

○全系列でデュアルシステ
ムを継続 

○まとめとしてキャリア教
育発表会（総合学科発表
会）の実施 

Ａ ○将来に夢に結びつけた深い学びがで
きた。 

○各系列代表の発表（体育館で動画動
画）と各自の展示（講義室や実習室
）に分け実施した。内容の充実が課
題。 

 

開かれ

た学校

づくり 

 

学校評価の
着実な実施 

○学校の取組

や学校の最

新情報の発

信 

○広報・ホームページ委員

会、総務部を中心に各部

・各学科・各年次の連携

を深め、学校での最新情

報を計画的に発信 

Ａ ○今年度は、より効果的に学校情報を

発信するためにTwitterやYouTubeを

開設することができた。動画等によ

る学校の情報等を発信することがで

きた。また、コロナ禍で学校行事に

来校できなかった保護者向けにYouT

ube等を使って情報を発信すること

ができた。 

○地域企業へ

本校教育活

動の発信 

○菊池地域企業推進プロジ

ェクト、地域企業との情

報交換会、地域工場見学

会等の実施 

Ａ ○大津町企業ガイダンス(１４社) 

○県北地域企業オンラインガイダンス

ＨＰ（４７社） 

○大津町企業見学（３月予定） 

働き方

改革 

セルフマネ

ジメントの

育成 

〇時間外勤務

時間４５時

間以内 

〇年休取得１

２日以上 

〇定時退勤日、一斉休業日

の設定 

〇仕事の棚おろし表作成 

〇時間外業務管理 

Ｂ ○具体的方策について実施し、１月末

現在の時間外勤務時間は全職員平均

で３９．５時間であった。 

○組織の見直し、主任による仕事の棚

卸表を活用した業務の効率的な進行

管理、職員の意識の変容が次年度に

向けた解決すべき課題となる。 

学
力
向
上 

学力の

向上 

主体的・対

話的で深い

学び（アク

ティブラー

ニング）の

実現に向け

た授業研究 

○教科横断的

な視点に立

った授業の

推進 

○ＩＣＴ機器

を効果的に

用いた授業

、オンライ

ン授業の研

究 

○指導と評価

の一体化を

図る 

○授業研究プロジェクトチ

ームによる職員研修の充

実 

○外部講師の招聘、校内研

修の実施 

 

 

○効果的な評価の在り方

（ルーブリック評価、ポ

ートフォリオ評価等）の

研究 

Ｂ ○新型コロナウイルス感染症感染拡大

防止のために、約２ヶ月の臨時休業

となったため、Formsを用いた課題

内容の連絡や確認テストの実施、

Zoomや動画配信を用いたオンライン

授業の実践など、従来の形とは全く

異なる授業方法の研究・実践を迫ら

れた。個人差はあるものの、オンラ

イン授業に取り組むとても良い機会

になった。 

○一人一台タブレットが導入されるた

め、効果的な活用方法等について職

員研修を実施していく。 

○授業研究プロジェクトチームによる

モデル授業の実践や職員研修の充実

が図れなかったため、次年度取り組

む。 

○教育課程研究プロジェクトチームを

中心に、観点別評価の研究に着手し

た。次年度試行、令和４年度実施の

予定である。 

 

○公開授業校

内参観率の

向上 

 

○研修立案 

 

○対外的行事に合わせた授

業参観の企画 

Ｂ ○校内における公開授業参観を年度当

初は２回実施する予定だったが、コ

ロナ禍によって大幅に行事予定が変

更になったため、実施は１回となっ



○外部からの

授業参加者

数の増加 

た。公開授業週間における職員の参

観率は昨年度並みであった。次年度

は、年度初めの職員研修で少人数の

グループを編成し、年間をとおして

グループメンバー間での相互授業参

観・授業研究を実施したい。 

○各教科の研究授業の実施は概ね達成

できた。 

○新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、外部への授業参観の案内を企

画することができず、学校外からの

授業参加者数の増加は達成できなか

った。 

学習習慣の

確立 

 

○家庭学習１

時間＋α 

 

 

○学習のＰＤ

ＣＡサイク

ルづくり 

○学習時間調査の実施、結

果分析、改善策の提案・

実行 

○『教務通信』による学習

アドバイス 

○スコラ手帳の効果的活用

法の提示 

Ｂ ○今年度はスコラ手帳を活用して、学

習計画の立案・結果を記録した。調

査も紙媒体ではなく、Formsによる

回答形式で実施したため、結果デー

タの集約をスムーズに行うことがで

きた。 

○第１回目の調査では、昨年度の平均

学習時間を大きく上回り、１３９．

１分（昨年度平均９６．５分）であ

った。第２回目の結果では、例年と

同様に、学習時間が減少していたた

め、家庭学習の定着を図るための手

立てを講じる必要がある。ただし、

学習の量に着目するのではなく、学

習の質・主体的に家庭学習に取り組

んでいるかを調査し、生徒へフィー

ドバックする必要がある。 

○『教務通信』の発行も、長期休業前

後に発行することができた。 

進
路
指
導 

進路保

障 

進路目標の

達成 

○就職目標 

進路目標の

１００％達

成 

県内就職率

８５％以上 

公務員合格

率６５％以

上 

○進学目標 

 国公立大学

合格３人以

上（高専含

む） 

○故郷熊本を

支える地方

創生への積

極的推進 

○全職員面接２回実施 

○専門系列と２・３年次と

の進路会議 

○模擬面接の充実 

○作文・小論文指導の充実 

○進学係・公務員担当によ

る面談の充実 

○関係諸機関（大津町役

場、県北本部）との連携 

〇３年次の職員と進路指導

主事との定例会を開催

し、目標を共有化 

○個性を活かした大学推薦

入試への挑戦 

Ａ ○就職目標は、１００％達成。 

県内就職率 ９１％ 

（菊池所管内就職率５１％） 

公務員合格率７８％ 

○進学目標は、１００％達成 

 ・国公立大学２名（希望者２名） 

○関係諸機関との連携 

大津町企業連絡協議会（役場） 

県北地域広域本部（オンライン） 



〇高い目標へ

挑戦及び個

性を生かし

た推薦入試

への挑戦 

早期離職・

上級学校退

学の防止 

○適応指導の

充実 

〇進学就職内

定者指導の

実施 

○熊本しごとコーディネー

ターとの面談でミスマッ

チの無い受験 

〇生徒の目線にたった離職

・退学防止のための年次

と連携したＬＨＲ指導 

Ａ ○熊本しごとコーディネーターと３年

次、２年次生との面談が実施でき

た。 

熊本県・県

北本部、地

元２市２町

、大津町、 

大津町企業

連絡協議会

との連携、

上級学校と

の連携 

○地方自治体
の地方創生
へのプラン
ニング、積
極的協力参
加・協力 

 
○保護者の進
路意識の向
上 

○オープンキャンパスへの

参加 

○上級学校訪問等の充実 

○効果的・継続的な地方創

生を目指し、地方自治体

と連携 

○保護者の理解を深めるた

め、年次保護者会等を実

施 

Ａ ○大津町企業ガイダンス 

 ６月２６日(金)⑤⑥ １４社参加 

○県北地域企業オンラインガイダンス 

 １月２２日(金)⑤⑥  

参加４７社のうち６社動画視聴 

 

○２年次保護者進路学習会 

新型コロナ感染拡大の影響で動画配

信予定。 

基礎学力の

向上 

○教務部との

連携（目標

を設定した

効率的な学

習） 

〇図書部との

連携 

〇進路指導部から、全校集

会等において読書の意義

等について説明 

Ｃ ○コロナ禍により、全校集会などでの

説明ができなかった。教務部、総研

部、図書部との連携や各年次との連

携方法について再検討が必要。 

生
徒
指
導 

生活指

導 

基本的生活

習慣の確立 

〇整容指導の

徹底 

〇始業時間の

厳守 

〇挨拶の徹底 

○規範意識の

向上 

○特別指導数

１０件以下 

〇無断アルバ

イトの根絶 

〇盗難件数０ 

〇二重ロック

率１００％ 

 

〇教職員の共通理解での連

携と生徒・保護者への周

知徹底 

〇年７回の容儀検査の実施 

〇年３回の生活指導日の実

施 

〇段階的指導の推進 

〇登校指導・巡回指導 

〇全校集会での啓発、担任

指導の充実、保護者への

連絡・啓発 

〇交通委員会による啓発と

点検 

○年間をとおしての朝の登

校指導 

Ｂ ○翔陽メールや生徒部通信を活用。 

 

 

○容儀検査の実施により身だしなみの

乱れの減少。 

 

 

○段階的指導により問題行動の減少。 

 

○今年度は全校集会が実施できなかっ

たので、生徒部通信等を活用して発

信を行った。 

○交通委員会による定期的な二重ロッ

クの検査により施錠率が９０％以上

をキープ出来た。 

交通安全教

育の充実 

〇交通安全に

対する意識

の向上 

〇重大事故件

数０ 

〇交通安全講話・通学方法

別集会の実施 

〇単車通学生への実技講習

及び安全指導（年３回） 

〇自転車通学生への安全指

導 

〇危険予知能力を向上させ

るためのＬＨＲの実施 

Ａ ○日頃から交通安全の啓発により、重

大事故の発生が０件だったが、転倒

や接触事故等が春先に目立って発生

した。 

○ＤＪポリス等、大津警察署と連携し

交通安全の呼びかけを行った。 



○スタントマンによる実践の交通講話

を実施し交通事故の恐ろしさを知る

ことが出来た。 

○こまめに集会を行い安全運転の啓発

を行った。 

自主自立を

養う生徒指

導 

〇生徒会活動

の活性化 

〇さまざまな

活動への意

欲的参加 

〇生徒総会の充実 

〇体育大会・文化祭等の学

校行事の充実 

 

Ｂ ○コロナ禍で完全実施は出来なかった

が、現状に応じて全ての生徒会活動

を実施することができた。 

ボラン

ティア

活動の

推進 

心豊かな生

徒の育成 

〇積極的なボ

ランティア

への参加 

〇ボランティア委員会活動

の活性化 

〇タイムリーな活動紹介と

募集 

Ａ ○豪雨災害、リモート、ボランティア

委員会主催等でコロナ禍にもかかわ

らず例年同様多くの参加があった。 

○レオクラブ発足や委員会の組織化に

より、ボランティア委員の自覚と意

欲が高まった。 

 

部活動

の推進 

 

心身の健全

育成 

〇部活動加入

の推奨 

〇自尊感情の

育成 

〇奉仕精神の

育成 

〇部活動見学会の実施等に

より、加入率８０％ 

〇キャリア教育との連携 

〇部活動実績のＨＰでの紹

介 

Ｂ ○部活動紹介等、例年どおり実施出来

なかったが高い加入率が維持でき

た。 

○キャリア教育と連携して基本的な生

活習慣やあいさつの模範となった。 

○学校ＨＰを活用して部活動の活動を

発信することができた。 

人
権
教
育
の
推
進 

人権意
識の向
上 

確かな人権
感覚の育成 

○人権問題に
ついての正
しい理解と
認識を深め
る。 

○身の回りに
ある不条理
な差別を見
抜き、正し
く行動でき
る力の育成 

○定期的な職員研修の実施
と校外研修への積極的な
参加 

○生徒人権集会、人権教育
ＬＨＲ、人権教育講演会
の実施 

 

Ｂ ○新型コロナウイルスの影響で校外研
修はほとんど中止になった。担当者
からオンライン研修の復講を実施。 

○生徒人権集会も新型コロナウイルス
の影響のため放送で実施した。人権
教育ＬＨＲは計画どおりほぼ実施し
た。 

教育相
談 

教育相談活
動の充実 

○一人ひとり
の生徒のニ
ーズに応じ
た支援体制
の確立と強
化 

○悩み相談体
制の充実 

○職員同士の情報共有体制
の強化 

○保護者、スクールカウン
セラー・スクールソーシ
ャルワーカー、専門機関
との連携 

○個別の教育支援計画・指

導計画の策定 

○通級指導の実施 

Ｂ ○生徒理解研修を２回実施した。 
○年間２２回、スクールカウンセラー
による面談を実施した。保護者との
面談も実施した。 

○個別の教育支援計画・指導計画を作
成し、ケース会議を実施した。 

○教材の準備、対象生徒の決定、体験
授業の実施、大津支援学校のスーパ
ーコーディネーターからの指導助言
など、４月からの本格実施に向けて
取組を行った。 

命を大
切にす
る心を
育む指
導 

自他を尊重
する心と社
会規範を遵
守する生徒
の育成 

○「生命の大
切さ」の指
導の徹底 

○生徒の自発
的・自立的
な道徳的行
為の涵養へ
の取組 

○道徳教育全体計画の検証 
○命を大切にする観点から
の授業実施 

○生徒・保護者への広報・啓

発 

Ｂ ○命を大切にする授業を人権教育ＬＨ
Ｒ等で実施した。 



い
じ
め
の
防
止
等 

安心安

全な学

校生活 

いじめを生

まない環境

づくり 

〇いじめ防止

対策へ向け

た組織対策

の確立 

〇重大対応マ

ニュアルの

職員への周

知 

〇保護者との

連携強化 

〇いじめ未然

防止と早期

発見 

〇ＳＮＳ被害

防止への取

組 

〇いじめ防止対策委員会

（３回）・小委員会（４

回）の開催 

〇家庭訪問及び定期的な個

人面談の実施 

〇いじめ実態把握調査の実

施 （６月、１１月にア

ンケート実施） 

〇スクールカウンセラーに

よる教育相談の活性化 

〇外部専門家からの指導助

言 

〇生徒会、委員会による啓

発活動 

〇スクールサインを利用し

た早期発見 

〇ＳＮＳ被害防止のための

講演会や全校集会での啓

発 

〇保護者集会での啓発 

Ｂ ○年２回のアンケートの実施や、生徒

からのＳＯＳの発信により、今年度

は１０件のいじめ認知があった。そ

の都度に各委員会を開き、それぞれ

の部署と対応を検討し、解決の方向

に向かうことができた。 

 

 

 

〇心のアンケート結果を踏まえ、担任

等が必要と判断した生徒についてス

クール・カウンセラーの面談を実施

した。 

〇いじめ防止等対策委員会は大津警察

署、スクール・カウンセラーが出

席。指導助言を対策にいかした。 

保
健
管
理 

健康教
育 

健康な体と
豊かな心の
育成 

○健康観察の

充実 
〇感染症対策
の実施 

○健康教育の
充実 

○よりよい生
活習慣の推
進 

○健康観察の結果を基に体

調不良者の早期発見・対

応 

○全職員による感染症の予

防的対応 

〇個別面談の実施 

○生徒保健委員会活動の活

性化 

Ａ ○健康観察表の提出がスムーズになり 

早めの対応ができた。より詳しい内

容が把握できるような工夫が必要。 

○換気、消毒等十分な取り組みができ 

た。 

○面談は実施できたが感染症防止の点

から十分な時間はとれなかった。 

○活動時間が長めになることもあった 

が翔陽祭のステージ部門で大賞、県

の保健だよりコンクールで最優秀賞

を受賞できた。 

教
育
環
境
整
備 

安全管

理 

救急救命研
修および感
染症対策の
実施 

○救急救命蘇

生法研修会

よび感染症

対策の計画

と実施 

○蘇生法の実際と緊急時の

フローチャートの確認お

よび感染症対策の周知 

Ｂ ○研修会の実施ができなかったので動

画視聴のＵＲＬ周知を行った。 

○コロナ禍において、感染対策情報を

適切に周知することができた。 

施設設備の
安全管理 

○危険箇所へ

の確実な対

応  
○安全点検の
確実な実施 

 

○生徒指導部・保健部と事

務部が連携して対応 
○「安全点検週間」を設け
実施率の向上を目指す 

○点検結果をまとめ、回覧
し、必要に応じ全職員へ
周知 

Ｂ ○生徒指導部と事務部の連携はできた

が、保健部との連携が課題 

○生徒美化委員による安全点検の実施 

○定期的に安全点検の実施（年３回） 

ハザードマ
ップの作成 

○安全点検の

徹底 

○普段からの

事故防止 

○発生したと

きの対応 

○安全点検の充実及び防災避

難訓練の徹底校内の避難経

路の作成登下校時の指定避

難場所の周知 

Ｂ 〇コロナ禍の中で訓練自体は縮小して

行わざるをえなかった。（消防署の講

評や消火訓練の中止） 

〇集合・点呼のあり方に改善の余地があ

ることがわかった。 



学校版

環境IS

O の 推

進 

環境美化の
徹底と環境
問題への意
識高揚 

○５Ｓ活動の

充実 
○節電・節水
（省エネ推
進）３～１
０％の削減 

○ゴミの減量
化 可燃ゴ
ミ重量昨年
比、５％減
少 

○整理・整頓・清掃・清潔

・躾 
○ゴミ分別の徹底 
○ゴミ持ち帰り活動 
○環境美化コンクールの実
 施 
○「節電・節水」の掲示物
等の活用 

Ｂ ○毎日の掃除の徹底により環境が改善

できたところが増加 

○生徒美化委員によるゴミの分別の指

導の徹底 

○美化コンクールは実施できなかった

が、ボランティア委員会と連携し地

域の清掃活動を実施（２月初旬） 

○掲示物の張り替えと補強の実施 

地
域
連
携
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
） 

学校行

事を通

した連

携 

学校行事等
の開放と交
流 

○育友会との

連携 

○一人一役活動（翔陽祭、

長距離走大会、登校指

導、校外補導等） 

○学校支援、海外学習の支 

 援 

Ｂ 〇コロナ禍でも活動としてできること

を考え、タオルやお菓子配布など育

友会として活動することができた。 

〇感染症流行により支援活動等が中止

となった。 

○同窓会との

連携 

○学校支援、登校指導、後

輩への激励 

○海外学習の支援 

Ｂ 〇会長交代があり新体制となった。 

〇海外学習が行われず支援は中止とな

った。 

○地域住民と

の連携 

○翔陽祭での物品販売 

○地域花壇の管理 

Ｂ 〇翔陽祭が実施されず物品販売を職員

向けに行った。 

〇学校正門前通りの花壇を例年どおり

管理できた。 

○近隣の小学

校・大津支

援学校との

交流及び共

同学習 

○農作業体験学習 

○共同学習 

Ｂ ○室小学校２年生との交流学習で、大

根や白菜の種まきや収穫を行い、小

学生からもお礼の手紙をもらった。 

保護者

との連

携 

学校理解の
推進 

○育友会総会

等の出席率

向上 

 

○保護者への

連絡の徹底 

○保護者との

情報共有 

○ＰＴＡ総会、公開授業週

間を活用した学校教育活

動の理解促進 

○学校あんしんメールの活

用 

○ＰＴＡ会報の充実 

Ｂ 〇ＰＴＡ総会は書面決議となり、授業

参観や保護者同士のクラス交流等が

できなかった。 

〇感染症対策や緊急連絡事項等、メー

ル活用は重要な連絡手段となってい

る。 

〇ＰＴＡ会報は例年どおり年３回発行

できた。 

地域と

の連携 

防災体制の
充実 
 

○地域と連携

した施策の

実現 

○地域関係機関や役場との定

期的な意見交換 

○地域と連携した教育活動の

評価と点検 

○避難所運営協定に基づく「

覚書書」の締結 

Ａ ○大津町の防災担当者、大津高校、大

津支援学校と連携をとり、避難所運

営協定に基づく「覚書」を締結する

ことができた。 

○室北区の防災避難訓練に参加するこ

とができ、コロナ禍においても地域

住民との連携を維持することができ

た。 

 

 

 



 

 

５ 総合評価 

（１）学校教育目標：目標の下「自ら気づき、考え、行動する」をスローガンとして、各学年等、具現化に向け「くま

もと教育の日」の講演等、あらゆる場面において年度当初より生徒へ投げかけを行ってきた。そ

の成果は、進路実現、地域からの評価等で成果が見られるようになってきている。 

（２）重 点 目 標：新学習指導要領を念頭に置いて、授業改善プロジェクトチームを発足し、「カリキュラム・マネ

ジメント全体計画」、「授業づくりの指針」を作成し、教職員自らが授業を振り返るＰＤＣＡサ

イクルを意識したシステムの構築ができた。 

（３）自己評価総括表：生徒においては、昨年度と比較して、８項目で評価が下がり、７項目で評価が上がりましたが、

平均値は昨年度と変わらず「３．０」となりました。保健室の利用に関する項目、進路目標に関

４ 学校関係者評価 

※「教育懇話会」委員の評価を記載 

・生徒指導の案件が少なかったようだが、これからも緩みなく指導してほしい。 

・総合学科研究部の取組など、キャリア教育を身に染みこませる取組はよい。 

・翔陽高校が行う企業説明会も有効。下手な話よりも理解に繋がる。 

・保護者（親父の会等）が、子どもたちに働き方等を語る機会もいいのではないか。その感想文は保護者の励みになる。 

・防災教育の分野では、企業として情報提供や協力することができるので活用してほしい。 

・コロナ禍対応を教訓として、タブレットやスクール・カウンセラーの活用を継続してほしい。 

・生徒指導件数やいじめ案件など少ないようだが、コロナ禍の影響か見極めと気付きを大切にしてほしい。 

・部活動など、人を繋ぐのにとても大切なので、できるだけ実施してほしい。 

・このコロナ禍の状況の中で、よくやっていると感じる。 

・生徒の環境の変化もあると思うので、できる限りの配慮を。 

・学校の取組は先を見据えたものとなっている。 

・保護者への情報発信の工夫も必要ではないか。今活用しているものに加え、大津町の情報番組も活用してほしい。（大

津町よかとこチャンネル：YouTubeとラジオ） 

・大津町企業ガイダンスや企業見学会の実施で理解を深めてほしい。 

・学校として、しっかり対応しているように感じる。 

・インターネットやＳＮＳの広がりで、子どもたちの環境も急速に変化しているので、その対応が大変ではないか。 

・生徒と保護者の関係が心配な部分もあると聞く。保護者への情報発信も大切であり、理解へと繋がるのではないか。 

・大津町と学校、学校と企業連絡協議会との関係も大切にしてほしい。 

・地元企業への就職が多いのは心強い。 

・デュアルシステムなどのキャリア教育の取組はとてもよい。 

・信号のない横断歩道での渡り方が度々耳に入ってくる。止まってくれる車も多いので、感謝の気持ちも忘れないでほし

い。 

・犯罪者にはならない教育をお願いしたい。 

・情報社会が進むことで、家庭教育の大切さが大きくなっている。 

・これからも警察と学校との連携を大切にして青少年育成にあたりたい。 

・朝から登校する翔陽生を見かけるが、よく挨拶をしてくれる。 

・ボランティア活動にも積極的で、中学生もよく見ていて憧れている。 

・「翔陽ブランド」を大切にしてほしい。 

・コロナ禍の中、インターンシップなど協力できていない面があった。来年度も可能な限り受け入れる方向ですすめた

い。保育園児も、高校生の年代とふれあう機会がないので、大切な機会としていきたい。 

・翔陽高校の卒業生で短大卒の生徒を今年採用した。保育士が不足している中、保育士を希望する生徒の夢の実現に協力

したい。今後も、保育士を目指す子どもたちの希望達成に向けてがんばってほしい。 

・同窓会として、翔陽高校に学校名を変更してから２５年経つが、地域や保護者からの評判もよく人気もある。総合学科

として上手くいっていると感じる。 

・コロナ禍で大変な舵取りではなかったかと思うが、前向きな取組が見て取れる。 

・先生方の仕事と家庭が両立できるシステム作りに力を入れてほしい。 

・いじめ問題への対応もしっかりと行っているが、保護者も含めて取り組める内容も今後検討していきたい。 



する項目、自分は大切にされていると感じる項目、ボランティアに関する項目の評価が下がり、

制服の着こなしに関する項目、情報機器を中心とした施設整備に関する項目は昨年度より高い

ものとなりました。学校生活、授業に関する項目で評価は高いが、昨年度に続き、家庭学習に関

する項目に課題があります。家庭学習の習慣化を目指し宿題・課題などの取組を継続していく

必要があります。また、「困ったときに先生方が親身になって相談乗ってくれる」「あなたの考

えや意見を聞く機会を設けている」の項目が下がっています。以上のことを真摯に受け止め、生

徒指導の指針になるように、自己決定を促す場を作りながら改善に取り組んでいきます。 

            また、保護者においては、昨年度と比較して、平均値は「３．０」と同じでした。しかし、コ

ロナ禍の影響もあり、育友会活動への積極的に参加できなかったことや施設設備への満足度、

進路実現に向けての取組に関する項目等が低い結果となりました。新型コロナウイルス感染症

防止のための学校の取組は理解していただいているものの、学校も対応に苦慮し、情報発信の

面で不十分だという結果となりました。このことは、全職員で共有し、改善に向けての取組をし

ていきます。しかし、「本校には他校に比べ特徴がある」「子どもを入学させて良かった」とい

う項目では、昨年度に続き、実践的な学習、授業改善の取組に関しても高い評価を頂きましたの

で、今後も教育目標や育てたい生徒像をしっかりと示し、単位制総合学科としての特徴を最大

限に発揮しできるように取り組んでいきます。 

 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

（１）式典は今後も３密を避けるため、工夫しながら実施したい。４月早々の育友会総会の実施が困難であれば書面決

議となるが、Forms等インターネットを活用した集計を検討したい。活動への参加状況を把握するため参加率統計

を取りたい。防災避難訓練での集合隊形の検討など、新年度早々対応したい。 

（２）本校の特色ある教育課程編成のために、今までの踏襲ではなく、新学習指導要領に則り、個別最適化の学びの充

実を図っていきたい。（科目選択の自由度を上げる、学外における学習活動に対する単位認定する、等）カリキュ

ラム・マネジメント全体計画とリンクした『生徒授業評価』にするためにも、内容の見直し・検討を行う必要があ

る。 

（３）キャリア教育発表会として３年間を見とおせるものができたのが大きな成果であった。３年間のキャリア教育の

流れの中で、３年次がデュアル・システムのみで全体のものになっていない。「総合的な探究の時間」を充実させ

なければ、３年間の一貫したキャリア教育にならないので「総合的な探究の時間」をどのように行っていくか検

討していきたい。総合学科の特徴の１つである「科目選択」について選択肢をどれだけ与えるのか、そのためにど

のようなガイダンスをするかを早期に教務部とともに検討していきたい。来年から中学生体験入学もキャリア教

育の中に取り込み実施できないか模索中。「総研部通信」を発行できなかったため、次年度では必ず実現したい。 

（４）今年度は、段階的指導で朝掃除の廃止を行ったが、指導票の枚数が増加することはなかった。次年度の指導票は、

前期に段階的な取組とし、後期で廃止を検討したい。 

（５）コロナ禍の対応として「リモート」「オンライン」等の環境を整え、生徒への指導のあり方も考えなければならな

い。大津町企業や県北地域企業との連携は、是非継続し、ガイダンスも「オンライン」等も考慮して、生徒に伝え

ていきたい。進学では、１年次から国公立大学への挑戦や高専への編入等も視野に入れて指導をしていきたい。

「基礎学力」の在り方を「進路指導部」としての柱を出していきたい。進路と年次、系列での進路検討会（進学）

を年に数回行いたい。特に３年生に向けて早めに計画したい。 

（６）身体計測や視力などについては（特に３年次）早い時期に済ませておきたい。タブレットを使用しての健康観察

を実施したい。 

（７）専門科目関係図書の充実。(各科からの要望が多いため継続)・職員への情報発信の充実。IPmessenger等を利用し

た、さらに細かい教科関連情報の提供の検討。図書資料とパソコンを併用した調べ学習に対応できるような環境

整備。Wi-Fi環境の確認、関連図書資料の購入など。「朝読書コンクール」の改善。図書館終礼(朝のＳＨＲ)の実

施を増やす。 

（８）ＳＣについて、次年度、県からのＳＣ配置時間が大幅に減少することになっている。今年度、相談件数が増加して

いるので育友会費からの補填等も含めて検討していく必要がある。特別支援教育について、春休みに実施してい

る新入生相談会を来年度も実施したい。通級による指導について、４月から本格実施となるが、授業を実施する

教室、教材などハード面でもまだまだ改善しなければならない事柄が多い。 

（９）インターンシップ、修学旅行に向けて、年次打合せの機会が多くなることが考えられるため、定例の年次会の議



題として、できるだけ組み込み、勤務時間を圧迫しないよう打合せ方法を検討する。進路指導部と連携を密に行

い、希望進路別のガイダンス等を企画していく。また、筆記試験対策の教材も選定し対策を開始する。年次毎の進

路対策学習を統一したい。３年次での履歴書や願書のチェック体制の質の向上。 

（１０）３年次になっても、このリーダー会議を通して生徒の意識向上、責任ある行動、主体的な取り組みを実施して、

より前向きな学校生活にできるようにしていきたい。インターンシップで得た経験をそれぞれの進路選択に生か

し、自分が就きたい仕事、そのために必要な資格や個人のスキルを身につけられる３年次につなげていく。 

（１１）年次団と系列（代表2名ほど）との情報交換会（授業態度、提出物の状況把握、進路についてなど）を学期に２

回ほど実施する。進路手続業務の改善について検討。 

 


